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１１月号 

Get out of your comfort zone！ 
校長 宮﨑 直人 

朝晩の風が冷たく感じられるようになってきました。校庭の落ち葉が日に日に増え、秋の深まりを感じられる季節

となりました。子供たちは、学芸会の代替行事である「学習発表会」に向けて、各学年・各学級で準備を進めている

ところです。 

１０月３日（土）は、運動会の代替行事である「レッツ ダンス 赤羽！」に多数の保護者の方にご来校いただき、

ありがとうございました。それぞれの学年に応じて様々な工夫を凝らしたダンスとなりました。保護者の方に見てい

ただいて、子供たちはとても嬉しそうでした。 

日にちが前後しますが、１０月１日（土）には、オリンピック・パラリンピック教育の一環として、パラリンピックの競

技である「車いすバスケットボール」の三元大輔選手をお迎えし、講演会等を実施しました。新型コロナウイルス感

染症予防対策のため、学年単位で実施しました。１～５年生は、短い時間でしたが、どの学年の子供たちも三元選

手のお話を集中して聞いていました。特に、三元選手が車いすで走ったり、回転したり、バスケットボールを使ってシ

ュートをしたり、実演していただいたときには、歓声が上がっていました。６年生は、講演会とともに体験会も実施し

ました。実際に車いすを操作したり、ゲームをしたり、貴重な体験になったのではないかと思います。 

講演会の際に、三元選手から子供たちに、「Out of comfort zone」というメッセージをいただきました。これ

は、「自分が居心地がいいと思う場所から飛び出してみよう。」という意味です。三元選手からは、次のようなお話を

いただきました。「チャレンジし続けることが、居心地のいいポジション（コンフォート ゾーン）を広げ、人間関係や

周りの環境を向上させ、自分自身の成長にも繋がります。皆さんも居心地がいい場所から飛び出して、新しいこと

にチャレンジしてみましょう。」 

「新しいことにチャレンジする。」というと、１年生が小学校に入学するとき、６年生が小学校を卒業するとき、学年

が一つ上に上がるときなどの節目のときを思い浮かべますが、もっと細かく見ていくと、子供たちにとって、毎日の

学習そのものが「新しいことへのチャレンジ」なのではないかと思います。 

子供たちは、毎日、様々な教科等の学習を行っていますが、毎時間内容や方法は 

違います。全く同じ学習はありません。日々、新しいことを学び続けています。 

本校では、これからも、一時間の授業を大切にするとともに、子供たちの「新しい 

ことへのチャレンジ」を教職員が全力で応援してまいります。 

ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

Get out of your comfort zone！！ 
 

１１月は、東京都教育委員会が定めている
「ふれあい月間」（いじめ防止月間）です。い
じめ、自殺、不登校、犯罪・非行等の未然防止
やその対応に係る取組の充実を図るため、都
内全公立学校で様々な取組が行われます。 
本校においても、「学校生活アンケート」や

いじめ防止に関する指導の実施など、安心し
て学校生活を送るための取組を行ってまいり
ます。 
また、全校朝会での校長講話や学級指導、

「特別の教科 道徳」での指導を通して、「い
じめや暴力は絶対にしない、させない、許さな
い」ことについて子供たちに考えさせ、「いじ
め防止」の徹底を図ってまいります。 
ご家庭でも、この機会に生命の尊さ、思い

やり、言葉遣いなどついて話し合う機会を設
けていただきますようお願いいたします。 

 

１１月は、児童虐待防止推進月間です。児童相談所への
児童虐待に関する相談件数が年々増加の一途をたどってお
り、重大な児童虐待事件が後を絶たないなど、依然として深
刻な社会問題となっています。 
児童虐待防止法には、虐待行為の内容として、①身体的

虐待、②性的虐待、③ネグレクト（保護の怠慢）④心理的虐
待 が定められています。 
学校の教職員は、日頃から子供たちに接する立場及び子

どもの教育的指導に当たる機関としての立場から、児童虐待
の防止等のために適切な役割を果たすよう、早期発見の努
力義務や関係機関への通告義務などの役割が課されていま
す。（児童虐待防止法 第５条、第６条） 
本校におきましても、児童虐待防止法に 

基づき、児童虐待があると思われるときは、 
速やかに港区子ども家庭支援センターや 
児童相談所等に通告するととともに、関係 
機関と連携し、対応してまいります。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

レッツ ダンス 赤羽！ 

体育主任 百瀬 天音 

今年度は、運動会の替わりに「レッツ ダンス 赤羽！」を行いました。当日、子供たちが生き生きとした表情で踊

る姿を見て、「実施できてよかった」と心の底から思いました。保護者の皆様には、多大なるご協力をいただき、本

当に感謝申し上げます。来年度は、さらにパワーアップした赤羽小の子供たちの姿をご期待ください！ 
 
 
 
 

１年生「フレンド ライク ミー」 

 「本番はかっこいい姿を見せたい」と言ってい

た子供たち。本番に向け一生懸命練習しました。 

各クラスで決めたポーズや隊形移動など初めて

のことばかりでしたが、何度も練習して上手に

なりました。 

子供たちは皆で一緒に頑張ることの大切さを

学び、その達成感を味 

わえたと思います。 

今回学んだことを今 

後に生かし、充実した 

学校生活を送れるよう、 

ご協力の程よろしくお 

願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生「全集中～鳴子の呼吸 弐年生の型～」 

「音と心を合わせる」というテーマで練習が始

まった２年生でした。初めは複雑な振り付けに戸

惑う子もいましたが、友達同士で見合い、教え合

い、動きを高めていきました。グループ毎の振り

付けも考え、ダンスを完成させました。 

本番では鳴子の音もパチッと揃い、まさに「音

と心の合った」ダンスを 

見ていただくことができ 

ました。踊る姿は逞しく、 

格好よく、去年からの成 

長を感じる時間になりま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生「八木節・グッキー」 

「友達の良いところをたくさん見付けよう。」

を目標に、八木節とグッキーの学習に取り組み

ました。毎時間の振り返りには、友達の動きに関

してはもちろん、学習に対する姿勢などの良い

ところも見付けることができました。今回の学

習を生かして、「友達の良いところ」をたくさん

見付けられるようになるといいなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生「おどれ！どうぶつの森」 

「今年の流行りを入れたい。」そんな考えのも

と選ばれたのが、「おどれ！どうぶつの森」でし

た。体育の表現学習では、「自分たちで曲のイメ

ージを踊りにし、発表会をする。」という流れに

なります。今回は、その発表の場で保護者の皆様

にご覧いただきました。子供たちが考えた踊り

は、いかがだったでしょうか。子供たちは拍手を

もらえたことがうれしか 

ったようです。教室に帰 

ってきて、そのことを話 

していました。この成功 

体験を今後の学習に生か 

していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生「赤羽ソーラン」 

「成長・団結・感謝」この３つの言葉をもとに、

子供たちと共に練習してきました。 

「成長」この赤羽ソーランを通して成長する

こと。「団結」チーム 5年生が一丸となって取り

組むこと。「感謝」これまで育てていただいた地

域の方、そしてお家の方への感謝の気持ちを込

めること。「踊り終わった瞬間にいただいた拍手

が忘れられないです。」そう振り返る児童もいま

した。限られた環境の中で一所懸命に取り組み

ました。この経験をこれ 

からの学校生活に生かし 

ていけるよう今後もご協 

力の程、よろしくお願い 

いたします。 

 

 

 

 

６年生「感謝～Show time!～」 

６年生の演目である「感謝～Show time!～」

では、赤羽小学校で過ごした６年間を振り返り

ました。たくさんの方々に支えられてきたこと

への「感謝」、楽しい思い出を共に創ってきた仲

間への「感謝」など子供たち一人一人の感謝の気

持ちを表現しました。「レッツ ダンス  赤羽！」

の当日は、６年生の学年目標である「表現をす

る」ということが形になった２０分間でした。赤

羽小学校で生活できる残 

りの時間を大切にし、さ 

らにたくさんの思い出を 

創っていきま…しょう！ 

温かいご声援をありがと 

うございました。 

 

 

 

 

 
  

 
 



 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

令和２年度の主な行事予定（１１月２日現在） 

※ １１月２日現在の予定です。今後も、新型コロナウイルス対応等により予定を変更する場合がありますので、 

学校のホームページ、緊急メール配信等で必ずご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和２年度の土曜授業日 （今後、変更する可能性もあります。） 

 

 

２学期 

11月 

 

 

 

 

 

12月 

 

 

 

３学期 

1月 

 

 

７日 

１４日 

 

 

１６日 

20日～１２月１日 

２４日 

２５日 

２６日 

 

 

 

7日 

8日 

１２日 

25日～2月 6日 

 

学習発表会 ※５年発表予定日 

学習発表会 

※６年、ひまわり学級発表予定日 

※他の学年は、保護者会で動画を公開予定 

振替休業日 

個人面談 

給食(終) 

終業式 

冬季休業日（始） 

 

 

 

冬季休業日（終） 

始業式 

給食(始)  

書き初め展 

 

2月 

 

 

 

 

 

3月 

 

6日 

１２日 

１４～１５日 

１８日 

２６日 

2日 

4日 

5日 

6日 

２３日 

２４日 

２５日 

２６日 

 

学校公開・道徳授業地区公開講座 

遠足(ひまわり)  

移動教室（６年） 

Tokyo Global Gateway(6年) 

新１年生保護者会 

保護者会（１～３年,ひまわり） 

保護者会（４～６年） 

ありがとうの会 

６年生を送る会 

給食(終) 

卒業式 

修了式 

春季休業日(始) 

 

２学期（残り４回）…… １１月７日、１１月１４日、１２月５日、１２月１２日 
３学期（６回）………… １月１６日、１月３０日、２月６日、２月２０日、３月６日、３月１３日 

車いすバスケットボール          

オリンピック・パラリンピック教育担当 下山 達矢 

１０月１日（木）に車いすバスケットボールの講

演会・体験会を行いました。講師は、三元 大輔（み

つもと だいすけ）選手です。学年ごとに講演会を、

６年生は講演会と体験会を行いました。 

講習会では、三元選手が車いすでの生活になった

際、車いすバスケットボールへの興味が生まれ、競

技を始めたことや、車いすバスケットボールが盛ん

に行われているアメリカの大学に留学を決意し、語

学の習得と学業を同時に課しながら競技に打ち込

むステップを設定して、幾多の困難にも打ち克ち、

「車いすバスケットボール全米大学選手権優勝」を

果たすなど、自分自身を選手としても人間としても

向上させることができた話をしてくださいました。  

競技時の車いすのスピードやシュートを決める

実技を披露してくださったときには、子供たちから 

大きな歓声が沸き起こって 

ていました。今回の経験 

が、車いすバスケットボ 

ールに興味をもつきっか 

かけになったのではない 

かと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習発表会         

学芸的行事担当 三好 結子 

今年度は、児童が授業で取り組んだ学習の成果

を発表する場として「学習発表会」を実施します。 

5・6年生、ひまわり学級は、講堂での学習発表

会に向けて、それぞれの学年、学級で学習を進めて

いるところです。10 月より一人一台タブレットが

導入されたことで、学習方法の幅が広がったと、意

欲的に課題に取り組んでいる様子を嬉しそうに話

してくれる児童もいます。 

11 月 7 日（土）、14 日（土）は、新型コロナウ

イルス感染症対策を講じた上での実施となります。ご

多用とは存じますが、保護者の皆様のご来校をお待ち

しております。 

また、１～４年生は、３学期の保護者会にて、児

童の取り組んだ学習の成果を報告させていただき

ます。それぞれの学年でどのような学習をしてい

るか、ぜひ、ご家庭でもお話をしてほしいと思いま

す。 

どの学年の児童も一生懸命に学習に取り組んで

おりますので、楽しみにしていてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

１１月の行事予定 
日 曜日 学校行事・予定等 

１ 日  

２ 月 放送朝会 委員会活動                          

３ 火 文化の日 

４ 水 安全指導日 特別時程（下校：午後１時４０分） 

５ 木  

６ 金  

７ 土 土曜授業日 学習発表会（５年） 

８ 日  

９ 月 放送朝会 

1０ 火  

1１ 水 図書委員会発表 

１２ 木  

１３ 金  

１４ 土 土曜授業日 学習発表会（６年、ひまわり） 

１５ 日  

１６ 月 放送朝会 

１７ 火 フットサル体験（ひまわり） 

１８ 水 
児童集会 就学時検診  

４時間授業（下校：午後１時１０分） 

１９ 木  

2０ 金 フットサル体験（ひまわり） 個人面談 

2１ 土  

２２ 日  

２３ 月 勤労感謝の日 

２４ 火 
放送朝会 避難訓練（Jアラート） 

フットサル体験（ひまわり） 個人面談 

２５ 水 体育朝会（１・２年） 

２６ 木 体育朝会（３・４年） 個人面談  

２７ 金 体育朝会（５・６年、ひまわり） 個人面談 

２８ 土  

２９ 日  

３０ 月 放送朝会 委員会活動 

 

１１月の生活目標 

「力を合わせて生活しよう」 

                           生活指導部 

 今月の目標は「力を合わせて生活しよう」です。

例年ですと、１１月は学芸会や音楽会などの大きな

行事のある月です。その行事へ向けて、クラス、学

年、そして学校全体で「協力」し、１つのものを作

り上げる経験ができるよい機会となっています。し

かし、今年度は、例年通りというわけにはいかない

学校生活を送っています。その中で、それぞれのク

ラス、学年で、学習の成果を発表する機会を作り、

取り組んでいくことになる１１月です。発表の時期

や形は、学年によって異なりますが、日頃の学習の

成果を何らかの形でお伝えできるように取り組んで

います。 

学校行事だけでなく、日々の学校生活でも「協

力」は大切なキーワードです。学校では、それぞれ

違った個性をもった友達と一緒に生活しています。

たくさんの友達と関わり合いながら仲良く学校生活

を送るためにはまず、自分自身を知り、自分の良い

ところを見付けることが大切です。 

そして、周りの友達の良いところも見付け、互い

を知り、認め合い、協力し合いながら生活できるよ

うになってほしいと思います。 

また、子供たちが楽しく学校生活が送ることがで

きるのは、保護者の方や地域の方の協力があってこ

そだと感謝しております。引き続きご理解とご協力

をお願いいたします。 

 

 

個人面談について 

１１月２０，２４，２６，２７日、１２月１日の５日間の日

程で個人面談を行います。個人面談は、学校と家庭

が連携し、児童を育てていくための大切な情報共有

の場です。お子様の学校での様子や学習の状況など

をお話するとともに、ご家庭での様子をお伺いしま

す。短い時間ですが、有意義な時間にしたいと考えて

います。心配なことや困っていること等がありました

ら、遠慮なく担任にお伝えください。お聞きになりた

いこと等は、事前に連絡帳などで教えていただけると

ありがたいです。また、ご来校の際は、必ずマスクとネ

ームプレートの着用、玄関での手指の消毒をお願い

します。自転車や自動車での来校はご遠慮ください。

ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

１１月、～自然を楽しもう～ 

副校長 日原 茂貴 

 １１月になりました。１１月は 1 年の中で一番変化が

ある月と言われています。初旬は秋晴れの日が続きま

すが、立冬を迎えた頃から朝晩の気温が下がり寒さを

感じるようになります。 

また、街路樹が色づき始め黄色や赤、オレなど華や

かな色彩で街を彩ります。下旬は落ち葉が舞い、日本

各地から初雪の知らせも届くようになります。寒い冬が

本格的にやってきます。子供たちには季節の移り変わ

りを肌で感じてほしいと思います。 

 しし座流星群も毎年１１月の中旬に活発になります。

今年は１７，１８日頃が極大になり、１時間に十数個の

流星が見られます。 

 身の回りには、たくさんの自然があります。ぜひ、日本

の特徴である四季の自然の美しさをお子様と一緒に

楽しんでいただきたいと思います。 


